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特
集

元
禄
期
に
お
け
る
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
諸
側
面

悲
田
院
中
問
宗
旨
改
帳
と
類
族
生
死
改
帳
を
手
が
か
り
と
し
て

寺
木
　
伸
明

大
坂
四
ケ
所
垣
外
の
う
ち
天
王
寺
垣
外
（
悲
田
院
と
も
称
さ
れ
た
）
　
の
「
非
人
」
集
団
に
つ
い
て
、
元
禄
二
年
『
天
王
寺
領
内
悲
田
院
中
間
宗
旨
御
改
帳
』

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
に
、
出
生
地
が
近
畿
を
中
心
に
東
は
陸
奥
国
、
西
は
肥
後
国
に
至
る
ま
で
三
三
カ
国
に
及
ん
で
い
た
こ
と
、
ま
た
一
入
九
軒
の
う
ち

四
二
軒
の
戸
主
が
悲
田
院
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。
第
二
に
、
同
「
非
人
」
集
団
の
内
部
に
「
悲
田
院
仲
間
」
「
手
下
新
非
人
」
お
よ
び
「
新
屋

敷
手
下
非
人
」
と
い
う
三
つ
の
小
集
団
が
あ
り
、
「
悲
田
院
仲
間
」
か
ら
長
吏
・
二
老
・
小
頭
な
ど
の
役
職
者
を
出
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
ら
役
職
者
は
小
頭
一

人
を
除
き
悲
田
院
出
身
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。
第
三
に
、
『
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
』
　
な
ど
か
ら
、
同
宗
門
改
帳
の
中
に

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
類
族
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
類
族
家
族
一
一
軒
を
確
認
し
、
か
つ
そ
の
家
族
の
実
態
と
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

は
じ
め
に
　
一
　
本
稿
の
課
題

大
坂
の
「
非
人
」
集
団
は
、
江
戸
期
に
お
い
て
天
満
・
道
頓

堀
・
天
王
寺
・
鳶
田
の
四
カ
所
に
居
住
し
た
の
で
、
四
ケ
所
長
吏
、

あ
る
い
は
単
に
四
ケ
所
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
非
人
」
集
団
の
居
住
地
を
「
非
人
村
」
あ
る
い
は

垣
外
と
称
し
た
。
垣
外
は
、
「
非
人
」
集
団
を
指
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
「
非
人
村
」
は
、
厳
密
に
言
え
ば
大
坂

研究部
テキストボックス
| Back | Home |

../kiyou_0165.html
../../../../index.php


元禄期における天王寺「非人」集団の諸側面33

市
中
の
外
郭
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
大
坂

町
奉
行
所
の
管
轄
下
に
あ
っ
て
、
大
坂
の
町
々
を
旦
那
場
　
（
得
意

場
）
　
に
し
て
お
り
、
一
般
に
大
坂
四
ケ
所
長
吏
と
も
称
さ
れ
て
い

た
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
大
坂
の
　
「
非
人
」
集
団
と
い
う
よ
う

に
表
記
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
大
坂
の
　
「
非
人
」
集
団
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
岡
本
良

一
や
藤
木
喜
一
郎
の
業
績
を
先
駆
と
し
て
、
か
な
り
の
蓄
積
が
み

ら
れ
る
。
と
く
に
岡
本
良
一
・
内
田
九
州
男
編
　
『
道
頓
堀
非
人
関

係
文
書
』
　
上
・
下
　
（
清
文
堂
、
一
九
七
四
・
七
六
年
）
、
同
じ
く
両

氏
編
『
悲
田
院
文
書
』
　
（
清
文
堂
、
一
九
八
九
年
）
　
が
刊
行
さ
れ
た

の
を
き
っ
か
け
に
研
究
が
深
ま
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら

史
料
集
の
編
集
に
か
か
わ
っ
て
き
た
内
田
九
州
男
の
研
究
を
は
じ

め
と
し
て
、
塚
田
孝
ら
の
一
連
の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
大
坂
と
い
う
都
市
の
構
造
の
中

で
　
「
非
人
」
集
団
の
実
態
・
役
割
等
に
つ
い
て
概
述
さ
れ
た
も
の

が
、
塚
田
孝
『
都
市
大
坂
と
非
人
』
　
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
史
料
集
に
は
、
「
非
人
」
集
団
の
家
族
構
成
・

年
齢
構
成
・
出
生
地
等
を
集
団
構
成
員
全
体
に
わ
た
っ
て
示
す
宗

門
改
帳
類
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ま
た
、
こ
れ
ら
「
非

人
」
集
団
の
宗
門
改
帳
が
そ
の
後
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

キ
リ
シ
タ
ン
類
族
に
か
か
わ
る
記
録
で
家
族
構
成
・
年
齢
構
成
・

出
生
地
等
を
断
片
的
、
部
分
的
に
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
幸
い
に
も
、
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
の
編
纂
事
業

推
進
過
程
に
お
い
て
、
和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
所
蔵
元
禄
一
一
年

（
一
六
九
八
）
　
の
　
『
天
王
寺
領
内
悲
田
院
中
間
宗
旨
御
改
帳
』
　
が

発
見
さ
れ
、
同
寺
の
ご
好
意
に
よ
り
翻
刻
・
公
表
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
年
一
月
刊
行
の
　
『
大
阪
の
部
落
史
』

第
一
巻
所
収
近
世
Ⅰ
史
料
謂
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
史
料
に
基

づ
い
て
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
戸
数
・
人
口
・
平
均
家
族
数
、

年
齢
構
成
・
戸
主
と
の
続
柄
、
出
生
地
、
悲
田
院
仲
間
の
役
職
と

人
数
、
旦
那
寺
と
人
数
等
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
示
し
た
も
の

が
、
拙
稿
「
元
禄
十
一
年
三
月
『
天
王
寺
領
内
悲
田
院
中
間
宗
旨

御
改
帳
』
　
に
つ
い
て
」
　
（
『
大
阪
の
部
落
史
通
信
』
第
一
三
号
、
一
九

九
人
年
三
月
）
　
で
あ
っ
た
。

本
稿
の
課
題
は
、
第
一
に
、
前
掲
拙
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
十

分
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
出
生
地
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析

す
る
こ
と
、
第
二
に
、
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
構
成
　
（
「
悲
田

院
仲
間
」
1
「
手
下
新
非
人
」
－
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」
）
　
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
る
こ
と
、
第
三
に
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
類
族
の
実

態
等
に
つ
い
て
、
藤
原
宥
和
が
翻
刻
・
分
析
し
た
　
『
摂
州
東
成
郡

天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
』
　
を
手
が
か
り
と
し
て
解
明

す
る
こ
と
で
あ
る
。
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一
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
出
生
地

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
人
）
年
の
悲
田
院
仲
間
宗
門
改
帳
に
は
、

一
八
九
軒
六
〇
〇
人
の
記
載
が
み
え
る
。
出
生
地
が
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
三
四
〇
人
で
、
う
ち
悲
田
院
出
身
は
七
一
人
で
あ
っ

た
。
母
ま
た
は
父
が
悲
田
院
出
身
者
の
場
合
、
そ
の
子
ど
も
や
弟

な
ど
は
悲
田
院
生
ま
れ
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
加
え

る
と
悲
田
院
出
身
数
は
、
二
〇
三
人
と
な
る
。
全
体
の
約
三
分
の

一
に
相
当
す
る
。

こ
れ
を
戸
主
の
み
で
み
る
と
、
一
人
九
軒
の
う
ち
四
二
軒
の
戸

主
が
悲
田
院
出
身
者
で
あ
る
。
全
体
の
二
二
％
余
を
占
め
る
。
し

た
が
っ
て
、
八
〇
％
弱
が
、
悲
田
院
以
外
の
地
の
出
身
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
戸
主
が
悲
田
院
以
外
の
出
身
者
で
、
そ
の

妻
が
悲
田
院
出
身
者
と
い
う
ケ
ー
ス
が
、
一
五
例
あ
る
の
で
、
戸

主
か
そ
の
妻
が
悲
田
院
出
身
と
い
う
家
が
五
七
軒
と
な
り
、
全
戸

数
の
三
〇
％
強
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
他
所
出
身
者
が
著

し
く
多
い
の
が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

出
生
地
が
明
記
さ
れ
て
い
る
三
四
〇
人
に
つ
い
て
国
別
一
覧
に

し
た
も
の
が
前
掲
拙
稿
の
表
6
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
地
名
ま
で

加
え
て
詳
細
に
示
し
た
も
の
が
、
表
1
で
あ
る
。

悲
田
院
出
身
者
を
別
と
し
て
、
悲
田
院
の
立
地
す
る
摂
津
国
が

九
二
人
と
一
番
多
く
、
つ
い
で
山
城
国
が
五
二
人
、
続
い
て
和
泉

国
二
二
人
、
河
内
国
二
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
東
は
陸
奥
国
か
ら
西
は
肥
後
国
に
い
た
る
ま
で
実
に
三
三
カ

国
に
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
塚
田
孝
は
、
前
掲

書
で
　
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
に
収
め
ら
れ
た
転
び
キ
リ

シ
タ
ン
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
等
に
か
か
わ
る
記
録
か
ら
、
彼
ら
の

出
生
地
が
三
河
・
伊
勢
・
山
城
・
摂
津
・
紀
伊
・
淡
路
・
播
磨
・

備
前
な
ど
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
道
頓

堀
の
「
非
人
」
集
団
が
、
主
と
し
て
他
国
の
生
ま
れ
の
者
た
ち
が

「
非
人
」
と
な
り
、
集
ま
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

と
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
道
頓
堀
「
非
人
」
集
団
の
う
ち
、

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
配
偶
者
等
に
限
定
し
て
言
え
る
こ
と
で

あ
っ
て
1
－
－
彼
ら
の
家
系
か
ら
長
吏
・
組
頭
が
出
て
く
る
中
核
的

部
分
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
　
－
、
十
分
説
得
力

あ
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
し
か
も
、
大
坂
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
改

め
が
行
わ
れ
た
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
、
道
頓
堀
「
非
人
」

八
〇
人
の
う
ち
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
配
偶
者
一
四
人
に
す

ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
六
分
の
一
強
の
事
例
で
全
体
を
推
し
測

る
に
は
、
十
分
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

つ
い
で
に
指
摘
し
て
お
く
と
、
塚
田
前
掲
書
七
頁
の
　
「
道
頓
堀
垣

外
の
キ
リ
シ
タ
ン
改
宗
者
（
寛
永
八
年
）
」
と
い
う
表
に
は
、
一

一
名
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
本
文
中
八
頁
で
も
「
一
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表1出生地一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字は人数）

陸　 奥 田 田

武　 蔵 江戸3 3

甲　 斐 府中 1 6

遠　 江 田 田

尾　 張 名古屋 1 6

美　 濃 1、加茂 1 2

越　 前 府中 1、敦賀 1 2

伊　 勢 2 、桑名 1、山田1 4

伊　 賀 6 6

近　 江 長浜2 、坂本 1 、矢馳 1 、八幡1 、膳所 1 6

山　 城
1、京39、京寺町2 、京油小路 1、京川西 1、京九条 1、京柳馬場 1 、

52
京三条 1、伏見4 、木津 1

丹　 波 5 5

丹　 後 田辺 1 6

大　 和 3 、下市 2 、今井 2 、郡山2 、新庄 1、高田1、奈良 1 12

紀　 伊 4 、和歌山4 、墨江村 1 9

摂　 津 大坂63、大坂吉野町2 、大坂順慶町1 、大坂天満 1、天満垣外 3 92
道頓堀垣外 2 、鳶田2 、天王寺村4 、尼崎2 、深江村1 、寺岡 1、

服部 1、西宮 1 、尼崎垣外 1 、兵庫 1、池田1、

長輿寺村 1、河原宮 1 、勝間 1、平野 1 、蓮華寺 1

悲田院 71 71

河　 内 5 、庄之内2 、正覚寺2 、中野村2 、久宝寺村 1、八尾村 1、古市 1、 21
志宜野 1、富田林 1 、能登村 1 、松原 1 、石川 1、田嶋村 1、永原 1

和　 泉 1、堺16、貝塚2 、大庭寺村 1 、あびこ村 1、佐野 1 22

播　 磨 6 、姫路2 8

但　 馬 ロ ロ

備　 前 5 、岡山4 9

備　 中 1、松山 1 2

美　 作 田 田

因　 幡 鳥取 1 6

安　 芸 1、広島2 3

出　 雲 ロ 1

石　 見 田 6

長　 門 田 6

阿　 波 6 ロ

讃　 岐 高松 1 田

伊　 予 田 田

筑　 後 口 6

肥　 後 田 6

計 340

部落解放研究恥1652（泊5．8
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一
人
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
が
把
握
さ
れ
」
云
々
と
あ
る
が
、
表
中

の
久
右
衛
門
妻
は
、
「
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
」
　
で
は
な
く
「
非
キ
リ

シ
タ
ン
」
　
で
あ
る
の
で
、
道
頓
堀
「
非
人
」
集
団
の
キ
リ
シ
タ
ン

改
宗
者
数
は
、
一
〇
名
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
道
頓
堀
の
事
例
の
時
期
よ
り
半
世
紀
あ
ま

り
下
る
が
、
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
中
に
他
国
出
身
者
が
き
わ

め
て
多
か
っ
た
事
実
は
、
「
非
人
」
集
団
の
形
成
過
程
を
考
え
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
な
お
、
「
悲
田
院
」

以
外
の
地
域
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
遠
隔
地
か
ら
来
住
し

て
　
「
非
人
」
集
団
に
属
し
た
人
々
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
宗
門
帳
の
記
述
の
信
憑
性
の
問
題
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
国

者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
他
方
で
悲
田
院
出
身
者
も
七
一
人
と
、
か
な
り
多
い
。

そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
彼
ら
の
う
ち
か
ら
長
吏
二
一
老
・
小
頭

等
の
役
職
者
を
出
し
て
い
た
事
実
は
、
天
王
寺
垣
外
の
成
立
が
文

禄
三
年
（
一
五
九
四
）
　
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
宗

門
改
帳
が
作
成
さ
れ
た
元
禄
一
一
年
　
（
一
六
九
人
）
　
年
ま
で
お
よ

そ
一
世
紀
も
経
過
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
成
り
立
ち
に
つ

い
て
は
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
天
王

寺
「
非
人
」
集
団
に
限
っ
て
言
え
ば
、
も
と
も
と
悲
田
院
出
身
者

た
ち
が
核
に
な
っ
て
、
そ
こ
へ
他
国
出
身
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
点
、
こ
の
宗
門
改
帳
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
悲
田
院
以

外
の
地
の
「
非
人
」
身
分
出
身
者
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
「
天
満
垣
外
」
三
人
、
「
道
頓
堀
垣
外
」
二
人
、
「
尼
崎
垣
外
」

一
人
が
そ
う
で
あ
る
。
単
に
「
鳶
田
」
と
あ
る
の
が
二
人
い
る
が
、

こ
の
二
人
も
「
鳶
田
垣
外
」
　
の
出
身
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
各
垣
外
間
で
二
疋
の
交
流
が
み
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
出
身
身
分
に

つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

二
　
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
構
成

本
宗
門
改
帳
に
よ
っ
て
元
禄
期
の
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
に
も
、

長
吏
－
二
老
－
小
頭
と
い
う
騰
次
制
　
（
職
階
制
）
　
が
し
か
れ
て
い

た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。

長
吏
は
、
太
郎
右
衛
門
　
（
五
九
歳
）
　
で
、
家
族
八
人
、
弟
子
四

人
を
抱
え
て
い
た
。
二
老
は
、
甚
右
衛
門
　
（
六
〇
歳
）
　
で
、
家
族

五
人
、
弟
子
二
人
を
抱
え
て
い
た
。
小
頭
は
、
三
人
い
た
。
．
源
右

衛
門
　
（
四
七
歳
）
、
家
族
四
人
、
弟
子
二
人
。
喜
助
　
（
四
〇
歳
。
前

掲
拙
稿
で
は
「
嘉
助
」
と
し
て
い
た
が
、
「
喜
助
」
の
間
違
い
で
あ
っ
た
）
、

家
族
六
人
。
重
　
（
十
）
　
右
衛
門
　
（
三
八
歳
）
、
家
族
四
人
、
弟
子

一
人
。
小
頭
の
重
　
（
十
）
　
右
衛
門
が
紀
伊
・
和
歌
山
出
身
で
あ
る

の
を
除
い
て
、
あ
と
は
全
員
、
悲
田
院
出
身
で
あ
る
。
こ
う
し
た
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騰
次
制
は
、
道
頓
堀
「
非
人
」
集
団
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
い
こ
と
は
、
本
宗
門
改
帳
で
分
類

さ
れ
て
い
る
「
悲
田
院
仲
間
」
「
手
下
新
非
人
」
お
よ
び
「
新
屋

敷
手
下
非
人
」
と
い
う
「
非
人
」
集
団
内
の
小
集
団
の
こ
と
で
あ

る
。
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
内
部
に
、
こ
う
し
た
三
つ
の
小
集
団

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
悲
田
院
文
書
』
・
所
収
の
「
悲
田
院

仲
間
人
数
書
上
」
　
（
年
不
詳
）
　
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
書
上
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
の
大
人

と
子
ど
も
の
数
と
そ
の
合
計
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
そ

の
詳
し
い
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。

本
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、
「
悲
田
院
仲
間
」
は
、
一
二
二
軒
四

〇
一
人
、
「
手
下
新
非
人
」
は
三
〇
軒
九
九
人
、
「
新
屋
敷
手
下
非

人
」
は
三
七
軒
一
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
以
下
、
本
宗
門
改
帳
を
手

が
か
り
に
し
て
こ
れ
ら
三
つ
の
小
集
団
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
三
者
の
間
に
序
列
関
係
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

で
あ
る
が
、
前
掲
の
「
書
上
」
も
、
本
宗
門
改
帳
も
「
悲
田
院
仲

間
」
1
「
手
下
　
（
新
）
　
非
人
」
1
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」
　
の
順
に

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
記
載
順
で
の
一
定
の
序
列
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
少
な
く
と
も
「
悲
田
院
仲

間
」
が
最
上
位
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
長
吏
・
二
老
・
小

頭
（
三
人
）
す
べ
て
が
、
こ
の
小
集
団
に
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら

も
、
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
二
に
、
出
生
地
を
比
べ
て
み
る
と
、
「
悲
田
院
仲
間
」
一
二

二
戸
の
戸
主
の
う
ち
悲
田
院
出
身
者
は
四
一
人
、
そ
の
他
が
八
〇

人
（
不
明
一
人
）
、
「
手
下
新
非
人
」
三
〇
戸
の
戸
主
の
う
ち
悲
田

院
出
身
者
は
一
人
の
み
、
そ
の
他
が
二
九
人
、
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」

に
な
る
と
、
三
七
戸
の
戸
主
の
う
ち
「
悲
田
院
出
身
者
は
皆
無
で
、

三
七
人
全
員
が
他
所
出
身
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
天
王
寺
「
非
人
」

集
団
の
う
ち
、
悲
田
院
出
身
の
戸
主
は
、
不
明
の
書
体
と
「
手
下

新
非
人
」
　
の
一
人
を
除
い
て
「
悲
田
院
仲
間
」
に
属
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
長
吏
二
一
老
お
よ
び
小
頭
三
人
の
う
ち
二
人
ま

で
悲
田
院
出
身
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
元
禄
期
に
お

い
て
は
、
悲
田
院
出
身
者
が
中
核
と
な
っ
て
「
悲
田
院
仲
間
」
が

構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
手
下
新
非
人
」
　
の
中
に
は
三
〇
戸
の
戸
主
の
う
ち
悲
田
院
出

身
者
が
一
人
、
配
偶
者
が
悲
田
院
出
身
者
一
人
と
、
わ
ず
か
な
が

ら
も
二
人
い
る
の
に
対
し
て
、
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」
三
七
戸
の

戸
主
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
悲
田
院
出
身
者
は
皆
無
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
悲
田
院
出
身
者
を
中
核
に
し
て
他
所

者
も
含
め
て
「
悲
田
院
仲
間
」
が
形
成
さ
れ
、
後
に
「
手
下
新
非

人
」
集
団
が
、
そ
し
て
最
後
に
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」
集
団
が
形

成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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天
和
四
年
（
一
六
人
四
）
、
大
坂
町
内
に
小
屋
掛
け
し
て
い
た
「
非

人
」
た
ち
が
四
カ
所
の
垣
外
に
そ
れ
ぞ
れ
一
五
三
人
ず
つ
預
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
「
天
王
寺
両
垣
外
江
ハ
荒
地
開
キ

村
中
♂
遣
侯
二
付
、
両
垣
外
者
銀
子
六
百
匁
出
申
侯
由
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
天
王
寺
（
悲
田
院
）
　
と
鳶
田
の
両
垣
外
は
、
荒
地
を

開
い
て
住
ま
わ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
王
寺
垣
外
の
場
合
、
こ

れ
が
四
天
王
寺
の
東
北
の
毘
沙
門
地
の
例
の
地
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
享
保
～
元
文
頃
（
一
七
一
六
～
四
一
）
　
の
大
坂
町
絵
図
と
推

定
さ
れ
で
い
る
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
「
大
阪
町
絵
図
」
　
に
悲
田
院

の
「
非
人
村
」
と
は
別
に
、
毘
沙
門
他
の
東
北
側
に
「
非
人
」
と

記
さ
れ
て
い
る
所
が
、
そ
の
地
で
あ
る
　
（
慶
鷹
義
塾
大
学
三
田
情

報
セ
ン
タ
ー
刊
行
、
一
九
九
二
年
一
月
）
。
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」
と

は
、
こ
の
毘
沙
門
地
の
ほ
と
り
に
新
し
く
居
住
し
た
「
非
人
」
た

ち
お
よ
び
そ
の
子
孫
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
預
け
ら
れ
た
人

数
が
一
五
三
人
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
天
和
四
年
（
一
六
人
四
）

か
ら
一
四
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
元
禄
一
一
年
の
本
宗
門
改
帳
で

は
一
〇
〇
人
し
か
い
な
い
の
は
、
少
し
気
に
な
る
が
。

≡
　
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
家
族
の
実
態

道
頓
堀
の
「
非
人
」
集
団
の
中
に
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
お
よ
び
そ

の
類
族
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
中
に
も
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類

族
が
い
た
こ
と
は
　
『
悲
田
院
文
書
』
　
に
よ
っ
て
周
知
の
こ
と
で
あ

（n）る
。本

宗
門
改
帳
に
よ
っ
て
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
本
人
一
人
の
存
在
が

確
認
さ
れ
る
。
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

道
頓
堀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
以
前
兵
治
と
申
侯

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那
⑳
　
　
　
　
善
　
　
休
⑳

当
時
八
〇
歳
で
あ
っ
た
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
一
九
）
　
生
ま
れ

で
あ
っ
た
。
道
頓
堀
の
「
非
人
」
　
の
う
ち
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

一
〇
人
は
、
す
べ
て
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
　
に
改
宗
し
た
と
表

明
し
て
お
り
、
同
二
一
年
（
一
六
四
四
）
　
に
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
改

め
が
行
わ
れ
て
い
る
。
天
王
寺
垣
外
で
は
、
同
年
、
町
奉
行
所
が

天
王
寺
村
庄
屋
を
案
内
人
に
立
て
て
直
接
の
り
こ
み
、
大
勢
で
垣

外
を
取
り
囲
み
、
そ
の
上
で
宗
門
改
め
を
実
施
し
て
い
る
。
兵
治

（
書
体
）
　
は
遅
く
と
も
寛
永
二
一
年
に
は
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
し

て
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
、
兵
治
　
（
書
体
）
　
は
二
五

歳
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
書
体
は
寛
文
五
年
（
一

六
六
五
）
　
お
よ
び
同
一
一
年
（
一
六
七
こ
年
の
記
録
に
よ
っ
て

天
王
寺
垣
外
の
長
吏
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

さ
て
、
本
宗
門
改
帳
に
は
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
本
人
善
休
の
こ
と

し
か
記
述
が
な
く
、
類
族
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
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が
幸
い
に
も
関
西
大
学
図
書
館
に
　
『
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
　
転

切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
』
　
が
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
正
徳
六
年

（
一
七
一
六
）
　
分
の
み
が
　
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
に
収
録
さ

れ
た
　
（
史
料
3
9
）
。
正
徳
六
年
か
ら
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
ま

で
の
全
文
が
す
で
に
藤
原
有
和
に
よ
っ
て
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
、
か

つ
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
類
族
生
死
改
帳
に
よ
っ

て
宗
門
改
帳
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
家

族
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
藤
原
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
で

き
る
だ
け
重
複
し
な
い
か
た
ち
で
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

1
　
類
族
家
族
の
実
態

（
1
）
太
郎
右
衛
門
家

彼
は
、
悲
田
院
長
吏
で
あ
る
。
類
族
生
死
改
帳
に
よ
れ
ば
「
転

兵
治
嫡
男
」
と
あ
り
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
一
一
月
一
一
日

に
八
三
歳
で
病
死
し
て
い
る
。

そ
の
家
族
お
よ
び
弟
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

同同同同同同同同同

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

犬

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

る

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

こ

　

ま

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

と

太
郎
右
衛
門
弟
一
所
罷
有
侯

岩

岡
弟
子
生
国
備
前

大
　
兵

同
弟
子
悲
田
院
生

五

同
弟
子
河
州
永
庭

市
　
兵

松拾
八
歳

り捨
五
産

ん拾
二
鼓

め拾
歳松六

歳
衛四

拾
二
歳

仔
ド

唐絵
六
歳

衛廿
六
歳

同
弟
子
生
国
備
前

五
郎
兵
衛三

拾
歳

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那
⑳

悲
田
院
長
吏太

郎
右
衛
門
田

五
拾
九
歳

生
国
河
州
中
野
相

同
　
女
　
房五

捨
三
歳

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

太
　
平
　
次弐

拾
歳

人
数
合
拾
弐
人
㊥
竹
林
寺
旦
那

類
族
生
死
改
帳
に
は
、
太
郎
右
衛
門
の
他
に
女
房
（
く
に
）
、

息
子
大
枚
、
娘
る
り
、
孫
岩
松
の
死
亡
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
弟
子
は
類
族
で
は
な
い
。

（
2
）
　
源
右
衛
門
家

彼
は
小
頭
で
あ
る
。
兵
治
の
三
男
で
、
享
保
一
人
年
（
一
七
三
三
）

八
月
三
日
に
八
三
歳
で
病
死
し
て
い
る
。

そ
の
家
族
お
よ
び
弟
子
は
、
次
の
と
お
り
。
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一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

悲
田
院
生源

右
衛
門
⑳

四
拾
七
鼓

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

同同同同同

同
断

同
断

同
断

同
断

同
断

小
　
平

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

源
　
三

岡
弟
子
生
国
山
城
京

七
　
兵

同
女
弟
子
生
国
摂
州
大
坂

む

む
く
男
子
母
一
所
罷
有
侯

虎
　
之

次拾
七
歳

仔
P誹衛廿

壱
歳

く什
壱
鼓

助七
歳

同同同同

同
断

同
断

同
断

同
断

同
弟
子
生
国
安
芸
広
島

岩

岡
弟
子
生
国
備
前彦

同
弟
子
生
国
和
泉市

　
兵

同
女
弟
子
悲
田
院
生

す

莞ぎ芙衛嘉惣甚助
歳　　　歳　　　集　　　塵

・
人
数
合
六
人
　
竹
林
寺
旦
那

類
族
生
死
改
帳
に
は
、
源
右
衛
門
の
他
に
息
子
の
源
三
郎
の
死

亡
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
正
庵
家

彼
は
、
兵
治
の
四
男
で
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
　
八
月
一

五
日
に
七
人
歳
で
病
死
し
て
い
る
。

人
数
合
八
人
　
竹
林
寺
旦
那

類
族
生
死
改
帳
に
は
、
正
庵
の
他
に
息
子
の
小
勘
の
死
亡
年
月

日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
吉
右
衛
門
家

彼
は
、
兵
治
の
五
男
で
、
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
　
七
月
一

七
日
に
七
一
歳
で
病
死
し
て
い
る
。

そ
の
家
族
お
よ
び
弟
子
は
、

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

次
の
と
お
り
。

そ
の
家
族
お
よ
び
弟
子
は
、

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

次
の
と
お
り
。

悲
田
院
生正

生
国
摂
州
尼
崎
垣
外

同
　
女

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

忠
右
衛

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

小

庵
匝

四
拾
四
歳

房四
拾
三
歳

日
．
J

F拾
九
歳

勘拾
七
歳

同同同同同

同
断

同
断

同
断

同
断

同
断

悲
田
抗
生吉

右
衛
門
㊥

州
五
歳

生
国
両
州
久
宝
寺
村

岡
　
女

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

源
　
太

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

次
　
郎

同
弟
子
生
国
尾
州
名
古
屋

彦

同
弟
子
生
国
摂
州
大
坂

十
　
兵

房三
拾
一
畳

n
K
P

只拾
弐
歳

松三
歳

七廿
四
歳

衛冊
一
彦
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同

同
断

同
女
弟
子
生
国
摂
州
大
坂

な

つ七
拾
歳

人
数
合
七
人
　
竹
林
寺
旦
那

類
族
生
死
改
帳
に
は
、
吉
右
衛
門
の
他
に
息
子
の
源
太
郎
の
死

亡
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
西
心
家

西
心
の
娘
こ
い
ち
が
、
兵
治
の
孫
で
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）

四
月
二
八
日
に
四
二
歳
で
病
死
し
て
い
る
。
母
は
、
い
ち
と
あ
る
。

西
心
つ
ま
り
兵
治
の
娘
が
い
ち
と
名
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

西
心
は
、
宗
門
改
帳
作
成
時
六
一
歳
だ
っ
た
の
で
、
兵
治
一
九
歳

の
と
き
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宗
門
改
帳
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
家
族
は
、
次
の
と
お
り
。

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

同同同同同同

同
断

同
断

同
断

同
断

同
断

同
断

悲
田
院
生藤

　
兵

生
国
泉
州
大
庭
寺
相

同
　
女

伺
男
子
親
一
所
罷
有
侯

市

岡
女
子
親
一
所
罷
有
侯

こ

　

せ

同
女
子
親
一
所
鹿
有
侯

こ

　

な

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

た

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

ヽ
■カ

衛
㊥

三
拾
五
象

房≡
拾
一
歳

松拾
七
歳

ん拾
四
歳

つ拾
壱
歳

つ七
羨

め≡
歳

人
数
合
七
人
　
竹
林
寺
旦
那

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

同

同
断

生
国
記
州
和
歌
山西

岡
女
子
親
一
所
罷
有
侯

こ

　

い

心
⑳

六
拾
壱
象

ち廿
四
歳

人
数
合
弐
人
　
竹
林
寺
旦
那

西
心
の
出
身
地
が
紀
州
和
歌
山
と
あ
る
の
で
、
兵
治
一
九
歳
の

と
き
は
和
歌
山
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
6
）
　
藤
兵
衛
家

彼
は
、
兵
治
の
孫
で
あ
る
。
そ
の
息
子
市
松
が
享
保
六
年
（
一

七
二
一
）
一
一
月
八
日
に
四
〇
歳
で
病
死
し
て
い
る
。

（
7
）
　
甚
右
衛
門
家

彼
は
、
悲
田
院
二
老
で
あ
る
。
類
族
生
死
改
帳
に
よ
る
と
転
び

市
右
衛
門
の
息
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
家
族
と
弟
子
は
、

（
3
1
）

次
の
と
お
り
。

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那
㊥

同

同
断
⑳

悲
田
院
〓
老甚

右
衛
門
⑳

六
拾
歳

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

次
　
兵
　
衛拾

九
泉

部落解放研究Ⅰぬ1652005．8
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同同同同同

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
断
⑳

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

六

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

ユ
よ

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

虎
　
之

同
弟
子
生
国
摂
州
大
坂

四

同
女
弟
子
生
国
摂
州
服
由

ふ

買じ責郎雪助雲つがβ
四　　　歳　　　歳　　　歳　　　歳
歳

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

伊
　
三

岡
弟
子
生
国
遠
江六

芙助誹持
歳

人
数
合
五
人
　
竹
林
寺
旦
那

人
数
合
七
人
⑳
　
竹
林
寺
旦
那

類
族
生
死
改
帳
に
は
、
娘
は
つ
の
死
亡
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
重
（
十
）
右
衛
門
家

類
族
生
死
改
帳
に
は
、
「
転
市
右
衛
門
類
族
五
郎
聾
　
せ
ん
夫
」

と
あ
る
。
重
（
十
）
右
衛
門
は
、
転
び
市
右
衛
門
の
孫
せ
ん
の
夫

類
族
帳
に
は
、
重
　
（
十
）
　
右
衛
門
の
他
に
息
子
の
伊
三
郎
の
死

亡
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
伊
兵
衛
家

彼
は
、
類
族
生
死
改
帳
に
よ
れ
ば
、
転
び
市
右
衛
門
の
孫
に
あ

た
る
。
そ
の
家
族
は
、
次
の
と
お
り
。

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
享
保
六
年

、J　　（

一
歳
で
病
死
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る卓－

0

小
頭
を
勤
め
て
い
た
。

、七

一
一
）
一
月
五
日
に
六

そ
の
家
族
お
よ
び
弟
子
は
、
次
の
と
お
り
。

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

生
国
紀
州
和
歌
山

重
石
衛
門
⑳

汁
八
歳

悲
田
院
生同

　
女
　
房廿

八
歳

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

伊
　
之
　
助八

歳

同同同同同

同
断

同
断

同
断

同
断

同
断

悲
田
院
生伊

　
兵

大
坂
道
頓
堀
垣
外
生

同
　
女

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

き

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

き

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

六

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

き

諦
阿

房三
拾
二
歳

拾
壱
鼓

く七
歳

五
歳

よ弐
歳

人
数
合
六
人
　
竹
林
寺
旦
那

伊
兵
衛
の
女
房
は
、
類
族
生
死
改
帳
に
よ
れ
ば
、
「
こ
が
う
」
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と
．
い
う
名
前
で
、
享
保
一
人
年
に
六
七
歳
で
病
死
し
て
い
る
。
娘

き
（
き
い
）
・
き
よ
の
死
亡
年
月
日
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
庄
人
家

彼
は
、
転
び
次
郎
右
衛
門
の
孫
に
あ
た
る
。
類
族
生
死
改
帳
に

は
、
「
八
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
年
齢
が
庄
八
と
一
致
す
る
か
ら
、

同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
家
族
は
、
次
の
と
お
り
。

な
お
、
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
に
よ
れ
ば
、
道
頓
堀

垣
外
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
き
く
の
孫
半
助
が
天
王
寺
垣
外
に
居
住

し
て
い
て
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
一
月
二
〇
日
に
五
人
歳
で

病
死
し
た
と
あ
る
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
　
生
ま
れ
と
な
る
。

そ
の
半
助
の
家
族
は
、
次
の
と
お
り
。

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

一
浄
土
宗
　
竹
林
寺
旦
那

同

同
断

悲
田
院
生庄

庄
八
母
悲
田
院
生み

八
⑳

三
拾
三
鼓

つ大
給
七
歳

庄
八
の
母
み
つ
は
、
類
族
生
死
改
帳
に
よ
れ
ば
、
享
保
三
年
（
一

七
一
入
）
、
八
七
歳
で
痛
死
し
て
い
る
。

類
族
生
死
改
帳
に
載
っ
て
い
て
、
か
つ
、
宗
門
改
帳
で
確
認
さ

れ
る
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
類
族
は
、
以
上
一
〇
家
族
で
あ
る
。
た

だ
し
、
類
族
生
死
改
帳
の
記
載
で
明
ら
か
に
宗
門
改
帳
作
成
時
の

元
禄
一
一
年
　
（
一
六
九
人
）
　
に
は
生
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

人
々
で
、
宗
門
改
帳
で
確
認
で
き
な
い
人
々
が
二
十
数
名
い
る
。

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
半
数
近
く
を
占
め
る
女
性
の
場
合
、
結

婚
し
て
い
れ
ば
、
宗
門
改
帳
で
は
「
女
房
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で

名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
ず
、
照
合
が
困
難
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
鳶
田
や
道
頓
堀
な
ど
の
他
の
垣
外
に
居
住
し
て
い
た
可

能
性
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
　
（
婚
姻
・
養
子
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
）
。

同同同同同

同
断

同
断

同
断

同
断

同
断

悲
田
院
生半

生
国
泉
州
堺

同
　
女

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

む

同
女
子
我
一
所
罷
有
侯

さ

同
女
子
親
一
所
罷
有
侯

こ

　

ま

同
男
子
親
一
所
罷
有
侯

五
　
郎

歪八歪ん誓ん竺め竺房莞助
豪　産　森　歳⑳

人
数
合
六
人
　
竹
林
寺
旦
那

以
上
、
宗
門
改
帳
に
は
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
本
人
の
善
休
（
兵
治
）

の
他
に
、
少
な
く
と
も
類
族
一
一
家
族
、
五
一
人
（
弟
子
を
除
く
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
悲
田
院
垣
外
全
戸
数
一
人
九

軒
の
五
・
八
％
、
全
人
口
六
〇
〇
人
の
八
・
五
％
を
占
め
る
。

2
　
類
族
一
l
軒
の
特
徴

第
一
に
、
す
べ
て
狭
義
の
「
悲
田
院
仲
間
」
　
で
あ
る
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。
つ
ま
り
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
中
の
最
上
位
と
考

え
ら
れ
る
階
層
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
一
一
軒
の
う
ち
九
軒
の
戸
主
が
悲
田
院
生
ま
れ
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
残
る
二
軒
の
う
ち
一
軒
は
、
戸
主
の
妻

が
悲
田
院
生
ま
れ
で
あ
る
。

第
三
に
、
類
族
が
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
支
配
的
地
位
に
就

い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
転
び
善
休
の
長
男
太
郎
右
衛
門
が
長
吏
、

転
び
市
右
衛
門
の
息
子
甚
右
衛
門
が
二
老
、
善
休
の
三
男
源
右
衛

門
が
小
頭
（
組
頭
）
、
転
び
市
右
衛
門
の
孫
せ
ん
の
夫
重
（
十
）

右
衛
門
も
小
頭
で
あ
っ
た
。
元
禄
一
一
年
の
天
王
寺
「
非
人
」
集

団
の
役
職
者
は
、
他
に
小
頭
書
助
が
一
名
い
た
だ
け
だ
か
ら
、
こ

の
時
点
で
は
天
王
寺
「
非
人
」
集
団
の
主
要
な
役
職
を
類
族
集
団

が
ほ
ぼ
握
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
　
（
転
び
本
人
の
善
休
自

身
、
前
述
の
よ
う
に
長
吏
職
に
就
い
て
い
た
）
。

道
頓
堀
垣
外
で
も
、
長
吏
道
味
（
二
ハ
〇
五
～
一
六
人
二
）
　
の

妻
が
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
り
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
孫
七

の
家
系
か
ら
長
吏
を
出
す
な
ど
、
類
族
集
団
が
垣
外
の
中
核
的
部

分
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
藤
原
有
和
は
、

天
王
寺
垣
外
お
よ
び
鳶
田
垣
外
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
っ
た
こ

と
を
す
で
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
点
に
注
目
し
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
情
が
生
じ
た
の
か
は
、
重
要
か
つ
興
味
深

い
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
用
い
た
宗
門
改
帳
と
類
族
生

死
改
帳
か
ら
だ
け
で
は
、
十
分
、
解
明
は
で
き
な
い
。
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
摘
く
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
）
岡
本
良
一
「
大
阪
の
非
人
」
　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
三
号
、
一
九

五
二
年
三
月
）
。
の
ち
岡
本
著
『
乱
二
揆
・
非
人
』
　
（
柏
書
房
、

一
九
八
三
年
年
五
月
）
　
に
収
録
。

（
2
）
　
藤
木
喜
一
郎
「
大
阪
町
奉
行
管
下
に
於
け
る
司
法
警
察
制
度
に

つ
い
て
」
（
『
創
立
七
〇
周
年
関
西
学
院
大
学
文
学
部
記
念
論
文
集
』

一
九
五
九
年
）
。
の
ち
藤
木
著
『
江
戸
時
代
史
論
』
　
（
平
安
書
院
、

一
九
六
〇
年
五
月
）
　
に
収
録
。

（
3
）
内
田
九
州
男
「
大
阪
の
非
人
研
究
ノ
ー
ト
」
　
（
『
大
阪
府
の
歴
史
』

第
五
号
、
一
九
七
四
年
一
一
月
）
、
岡
本
良
一
・
内
田
九
州
男
「
解

題
」
（
岡
本
・
内
田
編
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
下
巻
、
清
文
堂
、

一
九
七
六
年
六
月
）
、
内
田
九
州
男
「
近
世
非
人
論
」
　
（
部
落
問
題

研
究
所
編
『
部
落
史
の
研
究
　
前
近
代
篇
』
部
落
問
題
研
究
所
出

版
部
、
一
九
七
人
年
一
月
）
、
岡
本
良
一
∃
大
阪
の
非
人
』
研
究

覚
書
」
（
部
落
解
放
研
究
所
編
『
近
世
部
落
の
史
的
研
究
』
上
巻
、

解
放
出
版
社
、
一
九
七
九
年
六
月
。
後
に
岡
本
前
掲
書
に
収
録
）
、

塚
田
孝
「
三
都
の
非
人
と
非
人
集
団
」
　
（
『
歴
史
学
研
究
』
　
五
三
四

号
、
一
九
八
四
年
。
の
ち
塚
田
著
『
近
世
日
本
身
分
制
の
研
究
』

兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
、
一
九
八
七
年
一
一
月
に
収
録
）
、
内
田
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九
州
男
「
大
坂
四
ケ
所
の
組
織
と
収
入
」
　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
一

一
五
号
、
一
九
八
七
年
六
月
）
、
内
田
九
州
男
「
悲
田
院
文
書
解
題
」

（
岡
本
良
一
・
内
田
九
州
男
編
　
『
悲
田
院
文
書
』
　
清
文
堂
、
一
九

八
九
年
七
月
）
、
朝
比
奈
修
∃
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
　
に
お
け

る
非
人
の
足
洗
い
に
つ
い
て
－
幕
府
法
令
と
非
人
解
放
の
実
態

1
」
　
（
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
四
〇
巻
第
四
号
、
一
九
九
〇
年

一
一
月
）
、
小
西
愛
之
助
「
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
『
非
人
』
」
（
「
大

阪
の
部
落
史
」
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
　
大
阪
の
部
落
史
』
上
巻
、

解
放
出
版
社
、
一
九
九
五
年
五
月
）
、
拙
著
「
元
禄
十
一
年
三
月
『
天

王
寺
領
内
悲
田
院
中
間
宗
旨
御
改
帳
』
　
に
つ
い
て
」
　
（
『
大
阪
の
部

落
史
通
信
』
第
一
三
号
、
一
九
九
人
年
三
月
。
の
ち
拙
著
『
近
世

身
分
と
被
差
別
民
の
諸
相
』
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に

収
録
）
、
塚
田
孝
「
近
世
の
非
人
　
大
坂
の
四
ケ
所
垣
外
の
成
立
」

（
『
日
本
史
研
究
最
前
線
　
別
冊
歴
史
読
本
　
（
四
六
）
』
　
新
人
物
往

来
社
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
、
塚
田
孝
「
近
世
大
阪
に
お
け
る
非

人
集
団
の
組
織
構
造
と
御
用
」
　
（
『
年
報
都
市
史
研
究
』
　
八
号
、
二

〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
、
中
島
智
枝
子
「
大
阪
に
お
け
る
明
治
初
期

の
非
人
施
策
に
つ
い
て
」
　
（
『
大
阪
の
部
落
史
通
信
』
　
二
四
号
、
二

〇
〇
〇
年
一
二
月
）
、
拙
稿
「
近
世
大
坂
絵
図
に
み
る
『
非
人
村
』
」

（
大
阪
人
権
博
物
館
編
『
絵
図
の
世
界
と
被
差
別
民
』
　
同
館
、
二

〇
〇
一
年
九
月
）
、
小
野
田
一
幸
「
近
世
刊
行
大
坂
図
に
み
る
千

目
蓋
所
と
そ
の
周
辺
」
　
（
同
前
）
、
藤
原
有
和
「
紀
州
吹
上
非
人
村

初
代
長
吏
・
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
に
つ
い
て
」
　
（
『
大
阪
の
部

落
史
通
信
』
第
三
四
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）
。

（
4
）
　
藤
原
有
知
「
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳

の
研
究
H
、
0
」
（
関
西
大
学
『
人
権
問
題
研
究
室
紀
要
』
第
四
九
、

五
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
。

（
5
）
塚
田
孝
『
都
市
大
坂
と
非
人
』
　
八
～
一
一
貫
。

（
6
）
　
前
掲
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
　
上
、
二
八
頁
。
し
か
も
、
道

頓
堀
「
非
人
」
　
の
う
ち
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
が
一
〇
名
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
同
書
の
二
、
六
、
一
四
頁
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
人
数
の
間
違
い
に
つ
い
て
は
、
藤
原
宥
和
が
す
で

に
前
掲
「
紀
州
吹
上
非
人
村
初
代
長
吏
・
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三

郎
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
た
　
（
八
頁
注
　
（
7
）
）
。
も

う
一
点
、
指
摘
し
て
お
く
と
、
塚
田
前
掲
書
の
八
頁
頭
注
に
お
い

て
、
「
道
頓
堀
非
人
」
　
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
内
田

九
州
男
「
大
阪
の
非
人
研
究
ノ
ー
ト
」
　
（
『
大
阪
府
の
歴
史
』
第
五

号
）
　
で
、
ま
ず
注
目
さ
れ
た
と
あ
る
の
も
、
間
違
い
で
、
最
初
に

ふ
れ
た
の
は
、
岡
本
良
一
（
前
掲
「
大
阪
の
非
人
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

第
三
号
、
一
九
五
二
年
三
月
、
一
五
頁
）
　
で
、
つ
い
で
注
目
し
た

の
は
、
藤
木
喜
一
郎
（
前
掲
論
文
、
一
九
五
九
年
、
そ
の
再
録
『
江

戸
時
代
史
論
』
一
九
六
〇
年
、
七
三
～
七
四
頁
）
　
で
あ
っ
て
、
内

田
論
文
は
、
一
九
七
四
年
一
一
月
発
表
で
あ
る
。

（
7
）
内
田
前
掲
「
大
坂
四
ケ
所
の
組
織
と
収
入
」
七
四
～
七
人
頁
。
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（
8
）
前
掲
『
悲
田
院
文
書
』
五
三
～
五
四
頁
。
な
お
、
宗
門
改
帳
で
「
手

下
新
非
人
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
「
書
上
」
で
は
「
手

下
非
人
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
前
掲
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
、
二
四
～
二
六
頁
。

（
1
0
）
内
田
前
掲
「
悲
田
院
文
書
解
題
」
二
四
七
頁
。

（
1
1
）
前
掲
『
悲
田
院
文
書
』
五
六
～
六
〇
頁
。

（
12
）
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
（
史
料
編
考
古
／
古
代
・
中
世
／

近
世
1
）
（
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）
三
七
七
頁
。

（
13
）
前
掲
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
、
二
九
二
～
三
〇
五
頁
。

（
1
4
）
同
前
、
一
～
二
頁
。

（
1
5
）
同
前
、
六
五
二
頁
。

（
1
6
）
同
前
、
一
二
、
一
五
頁

（
1
7
）
注
（
4
）
参
照
。

（
18
）
藤
原
前
掲
論
文
H
、
七
〇
頁
。

（
1
9
）
前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
七
六
頁
。

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
32
）

（
3
3
）

（
3
4
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
22
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

藤
原
前
掲
論
文
H
、
九
一
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
七
七
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
H
、
八
六
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
七
七
⊥
二
七
人
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
H
、
九
三
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
七
七
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
H
、
五
二
頁
。

（
3
5
）

（
3
6
）

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
40
）

（
4
1
）

（
4
2
）

（
43
）

（
亜
）

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
八
四
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
H
、
六
六
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
七
人
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
H
、
五
〇
、
五
三
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
七
六
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
H
、
五
三
頁
。

同
前
、
六
五
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
　
第
一
巻
、
三
九
一
頁
。
な
お
、
宗
門

改
帳
末
尾
に
小
頭
と
し
て
「
十
右
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

印
鑑
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
「
重
右
衛
門
」
　
の
も
の
と
同
一
で
あ
っ

た
の
で
、
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

藤
原
前
掲
論
文
H
、
五
三
頁
。

『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
人
九
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
0
、
九
〇
頁
。

同
前
、
五
二
～
五
三
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
九
二
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
0
、
五
入
頁
。

前
掲
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
　
上
、
一
二
一
～
一
二
二
頁
。

前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
一
巻
、
三
九
三
頁
。

た
と
え
ば
塚
田
前
掲
書
、
九
頁
。

藤
原
前
掲
論
文
0
。




